
 

１．久慈地域の情報  

○産地情報 ・ ・ ・ １ 

米価下落に負けない！集落営農の取り組み 

～久慈市農事組合法人宇部川ファーム～ 
 

○農業用廃プラスチック回収のお知らせ ・ ・ ・ ４ 

久慈地方農業農村活性化推進協議会では、農業用廃プラスチック適正処理

のため、組織的な回収を推進しています。回収期間は 12 月６日（月）～12

月 10日（金）の９時～15時です。ぜひご利用ください。  

 

○普及現地情報 ・ ・ ・ ５ 

・宇宙から帰ってきた“寒じめほうれんそう”の種を園児が播きました！ 

・第２回久慈地域ほうれんそう若手生産者研修会を開催しました！ 

・新たな園芸品目の栽培にチャレンジ！久慈地方農家見学会 

 

○電子メールを活用した農業情報の発信を始めます！ 別 添 

県では、農作物技術情報、台風や気象災害などへの注意情報、病害虫に関す

る情報、スマート農業に関する情報などタイムリーに周知したいお知らせを、

11月 12日からメールにて情報発信を開始します。 

 

○産直レシートキャンペーン 別 添 

久慈地域産直レシートキャンペーンが開催されます！皆様奮ってご参加く

ださい！ 
 

○就農相談会 別 添 

近所やお知り合いの方で、就農を考えている人はいませんか？就農相談会は

毎月第２水曜日に開催していますので、身近に就農を考えている人がいました

ら、お声がけください！ 

 

  

２．お知らせ  

   今月のお知らせはありません。  
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宇部川ほ場整備地区について  

久慈市と野田村にまたがる宇部川地区は、狭小で湿地という劣悪な条件から、

耕作放棄地が多い状況でした。東日本大震災後に津波被災農地約 15ha を含む、受

益面積 80ha、受益者 257 名を対象に、平成 24 年度から宇部川地区ほ場整備事業が

開始され、平成 27 年より一部で営農を開始し、令和２年度に完工しました。  

法人組織としての概要  

‐設立の経緯‐  

この農地を効率的に運営するため、普及センターでは、農地の利用調整組織と営

農組織の２体制による集落営農を提案しました。その結果、圃場整備受益者全員か

ら成り利用調整を行う「宇部川地区営農組合」が、平成 24 年に設立されました。

次に営農を行う 17 名で構成された「宇部川地区農業生産組合」が設立され、平成

26 年には、６名で構成される「農事組合法人宇部川ファーム」（以後宇部川ファー

ムと記載）に移行しました。  

 同時に、農地中間管理事業の集積協力金を活用し施設や機械の整備を進め、宇部

川ファームによる平成 27 年からの営農を開始することができました  

 

‐営農の概要‐  

 現在の宇部川ファームは、構成員は５名、従業員（正社員、臨時社員、パートタ

イマー含む）は７名となっています。宇部川地区の受益農地 80ha のうち 46ha で

米価下落に負けない！集落営農の取り組み 

～久慈市 農事組合法人宇部川ファーム～  

SGS の調製作業  



 

  

 

 
 

営農を行っており、主食用米に加え、籾米サイレー

ジ（以後 SGS と記載）を組み合わせ、さらにはミニ

トマトの生産も行っています。  

県北沿岸地域には銘柄米が少ないことから、営農

開始当初から、主食用米とともに飼料用米の生産に

取り組んできました。ほ場整備の進行とともに、経

営面積が拡大したため、育苗施設不足の解消や作業

分散に向け、県北地域では事例の少ない直播栽培に

も取り組んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畜産分野との連携  

経営面積拡大にあたり、法人の収支計画・資金計画等に基づき検討を重ねた結果、

平成 28 年から、既存施設で取組が可能である SGS に転換し生産を増やしていま

す。現在は、SGS36ha のうち 24ha を直播栽培で取り組んでいます。普及センター

では、県北広域振興局農政部や久慈市等と連携し、技術支援や供給先の確保に取り

組み、現在では山形町の短角牛生産者等 16 名に供給しています。  

 また、さらなる収益性向上に向け、肉用牛肥育が必要とする稲わらの地域内供給

に今年度から本格的に取り組むこととし、稲わら収集のためのロールベーラを  

宇部川ファームの営農概要（R3） 

水田 46ha 

主食用米  10ha 

SGS 36ha 

（H28～）  

ミニトマト  7.2a

（H30～）  

 

 

 

 

 

 

 

 

基盤整備前                  基盤整備後  

さらなる耕畜連携に向けて稲わら収

集のデモ試験を行いました（ R2）  SGS は短角牛の嗜好性もバッチリ！  



導入しました。  

 なお、稲わらの搬出による有機物不足が懸念されることから、地元の豚ぷんペレ

ットを活用し地力向上に加えコスト低減による収益性向上も狙っていきます。  

 

 

 

 

 

高収益品目の導入  

 

平成 30 年から、さらなる収益性向上に向け、水稲育苗用ハウスを活用した全農

式トロ箱養液栽培システム「うぃず One」によるミニトマト栽培を始めました。  

 収穫・調製作業には地域の方を雇用し、パック詰め作業には農福連携による雇用

を導入することで、地域住民らの活躍の場を創出しています。  

 

労働環境の整備  

 

事業の拡大・強化に伴い、若い担い手が働きやすい環境の整備を進めています。 

令和元年度からいわて農業経営相談センターの専門家派遣事業を活用し、労働条

件や賃金体系等の明確化や見直しを行い、就業規則を整備しました。  

その結果として、令和３年４月には正社員を１名採用しています。  

 

今後の展望  

宇部川ファームは、このように主食用米のみに頼らない経営基盤の強化を進めて

きた結果、本年度の米価下落の状況においても、安定した収入が得られる見通しで

す。    

今後は、高規格ハウスの整備や新たな園芸品目の導入などにより事業の拡大・強

化を図り、若い担い手が魅力を感じる営農を進める方針です。  

 

久慈農業改良普及センター  吉田 優里  

 

  

 

 
 

実績検討会では、次年度の栽培計画に

係る情報交換をしています。  

適切な栽培管理に向け、従業員の方と  

ミニトマトの生育調査を行っています。  



 

 

 

 

 

 

 

ハウスビニルやラップフィルムなどを野焼きすることや、無許可で埋め立てする

ことは、法律で禁止されています。 

 久慈地方農業農村活性化推進協議会では、農業用廃プラスチックを適正に処理す

るため、回収事業を行いますので、是非ご利用ください。なお、チラシは後日 JA か

ら組合員へ配布されますので、そちらを確認してください。 

 

    回収場所 

ＪＡ新いわて久慈営農経済センター 

野菜集出荷所（山形、二ツ屋、種市、野田、普代） 

 

  対  象  

農業用塩化ビニルフィルム、農業用ポリエチレンフィルム、遮光幕、 

肥料袋、畜産用ラップフィルム、育苗ポット、苗箱 

 

 方  法 

７種類に分別し、回収場所へ搬入する。 

 

   期  間 

12月６日（月）～12月 10日（金）９時～15時 

 

  処理料金 

１kgあたり 75 円 

 

問合せ先 

ＪＡ新いわて久慈営農経済センター（0194-52-1318） 

 

 

 

農業用廃プラスチック回収のお知らせ 
農業用廃プラスチックは適正に処理しましょう！ 

～農業用廃プラスチック適正処理事業～ 
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普 及 現 地 情 報 

令 和 ３ 年 1 0 月 1 9 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者 及 川 優 介 

 

宇宙から帰ってきた“寒じめほうれんそう”の種を 

園児が播きました！ 

普代 村の 将 来を 担う“ 普代 はま ゆ りこ ども 園 ”の 園 児６ 名が 、

国 際 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン か ら 帰 還 し た 寒 じ め ほ う れ ん そ う の 種

子を 10 月 13 日 に播 種し 、 栽培 を始 めま し た。  

普代 村は 、復 興支 援へ の感 謝 を宇 宙か ら伝 え る“東 北復 興ミ

ッ シ ョ ン 2021” に 参 加 し、 宇 宙 へ 送 り 出し た 種 子 を 活 用し た

農業 体験 プ ログ ラム を開 始 しま した 。今回 の 作業 体験 では 、地

域 農 業 の 若 き 担 い 手 で あ る 中 村 駿 人 氏 の 指 導 と 普 及 セ ン タ ー

職員 の作 業 補助 を受 け、園 児は 種 一粒 一粒 に「大 き くな れ 」と

願い を込 め 、中 村氏 の畑 と ポッ トの 両方 に 播き まし た 。  

次回 の体 験 は 令 和４ 年１ 月 の収 穫作 業と な り、播 種か ら収 穫、

食育 まで の 一連 の体 験を 行 う予 定で す 。園 児 は 、持ち 帰っ た ポ

ット の種 が 生育 する 姿を 日 々観 察し なが ら、収 穫 でき る日 を ワ

クワ クし な がら 待っ てい ま す 。村 では 、この 農 業体 験を 次年 度

以降 も継 続 する こと とし て おり 、普及 セン タ ーも 農業 への 理 解

醸成 に向 け て一 緒に 取り 組 んで いき ます 。  

▲ ポ ッ ト へ 播 種 す る 様 子 。 中

村 氏 が 播 き 方 の 指 導 を 行 い ま

した 。  

▲ 中村 氏（ 中央 左 ）へ あ い さつ する

園 児 の 様 子 。 大 き い 声 で 気 合 の 入

った あい さ つで した 。  



普 及 現 地 情 報 

令 和 ３ 年 1 0 月 2 1 日 

久慈農業改良普及センター 

記述者   菅野  千聖 

 

第２回久慈地域ほうれんそう若手生産者研修会を 

開催しました！ 

 

管 内 の ほ う れ ん そ う 若 手 生 産 者 の 栽 培 技 術 向 上 や 交 流 促 進

を目的に、久慈地方農業農村活性化推進協議会 が第２回研修会

を 10 月 12 日に開催し、生産者や関係機関の担当者など 14 名

が参加しました。  

県病害虫防除所の職員が講師となり、農薬の 適正使用や 、ほ

うれんそうの病害虫防除 などに ついて講義しました。  

「夏期の栽培管理で困ったこと」をテーマに実施した意見交

換では、「害虫の 効果的な 防除」、「夏期に適した品種の選定」

といった話題が出され、講師や普及員から アドバイスがありま

した。  

今後は、意見交換 でも要望のあった品種選定をテーマに２月

に第３回 研修会 を開催する予定です。  

 

お互いの栽培の悩みについて意見交換  



 

 

普 及 現 地 情 報 

令 和 ３ 年 1 0 月 2 1 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者  川 嶋  美 紀 

 

新たな園芸品目の栽培にチャレンジ！久慈地方農家見学会 

ほ う れ ん そ う に 次 ぐ 新 た な 園 芸 品 目 を 栽 培 す る 生 産 者 を 確

保す るた め 、久慈 地方 農家 見 学会 を 10 月 13 日に 開催 し 、生 産

者ら 11 名の 参加 があ りま し た。  

この 取組 は、就農 希望 者や 新 品目 の栽 培を 考 えて いる 生産 者

を 対 象 に 久 慈 地 方 農 業 農 村 活 性 化 推 進 協 議 会 の 主 催 で 毎 年 開

催し てい る もの です 。 令 和 ３年 度は 、平 成 28 年 に就 農し て 、

中玉 トマ ト とい ちご を栽 培 して いる 生産 者 と 、ほ うれ んそ う 等

のほ かズ ッ キー ニ や 山菜 等 、多品 目を 栽培 し 、令和 ３年 の春 か

ら半 促成 ア スパ ラガ ス栽 培 を始 めた 生産 者 を訪 問し まし た 。  

参 加 者 は ハ ウ ス を 活 用 し た 園 芸 品 目 の 生 産 現 場 を 実 際 に 見

て、それ ぞれ の 園 芸経 営に 対 する 考え 方を 直 接 聞 くこ とが で き、

有意 義な 見 学会 とな りま し た。す でに 新た な 園芸 品目 に挑 戦 し

よう とい う 意欲 が高 まっ た 方も おり 、普 及セ ン タ ーは 栽培 に 向

けた 支援 を 続け てい きま す 。  

 

管 内 で は 珍 し い ハ ウ ス で の ア ス パ ラ ガ ス

栽培 の説 明 に聞 き入 る参 加 者  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～いわてアグリベンチャーネット掲載記事の紹介～ 
いわてアグリベンチャーネットでは、毎月、各地域の農業情報をお知らせしています。 

【９月分の掲載記事】 

〇産地紹介： 《久慈》産地情報「米価下落に負けない！集落営農の取り組み 

～久慈市農事組合法人宇部川ファーム～」 

〇人物紹介： 《一関》人物紹介「地域の水田営農を牽引するチャレンジャー 渡邉克洋さん」 

〇『普及活動年報』 県内各地域の普及センターの取組を紹介します。 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 

https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/index.html 

 

久慈農業改良普及センターfacebook 公開中！ 
久慈寒次郎が、最新の情報や、HOT な情報をお届けします。 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 
https://www.facebook.com/岩手県久慈農業改良普及センター-581601925540151/ 


